
追跡調査の事例 分 発 マネジメント 上の 

0 弓取修二，矢野貴久，若林節子，手本和明 (NEDO) 

で 。 緒富 

  実施 方 ; 奄 。 評価実施フロー 覇要 

実用化の可能性 軸 

時間軸 

も 簗 によ し油の ) 

軽軒 錘を爽艶 した 牽 プロジェク㌻を 対露。 

表 「 : 市 、 製品 ィ 考え方 

。 活動の内容製品化、 趨 珪化 技 繭の確立。 ( 製品位 

への の 製造，所管省庁。 監督 國 

体 製品を市 塊に 投入する 
升 

  ル ， 費産 試作の 襄 

施 、 

  活動の主体事業部門 ( 販売部門 ) 

  活動の内容 : 市蝿 での取引 

  アウトプットイメージ : 製品ラインアップ 化 ( カタログ 

戴 ) 、 継統的な売上発生等 
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考察 

簿 縄鐙 
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@ " プロ エ 台 に 襲用 ィ 

  ソヱ ー ス @L@ 

性 こ鰯 " 見方 

む ㌔   臼 シェ 鰯 

辺り 屯 簾 靱 注に 

好な 見通 籍 台め 。 プ臼 ジェ 

ンヱ 
後半 @2  % て 実用 こ貿す 戎緊 

@  得ていこ そ ね 。 一方、 

  

一 7 一 



課題解決に向けた 可能性とし り 

得られたチャーパま。 プロジェ 

とにより。 より成果 マネジメントについて 検討を行いたいと 考える。 

レ ギー。 産業技術総合開発機構平成仏年度成果報告 欝 「 NE 

年度成果報告書「 凶 E む O 
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